
市政の動きをお知らせする

「個性輝く世界都市」「希望あふれる人間都市」
に向けて「進化」する長崎。このコーナーでは、
中・長期的な長崎市の取り組みを中心に、その「動
き」をお伝えします。

中
心
部
の
賑
わ
い
を
創
出

　
長
崎
の
ま
ち
は
、
今
、
新
幹
線
開
業
を

き
っ
か
け
と
し
た
長
崎
駅
周
辺
の
整
備
な

ど
、
大
き
な
事
業
が
い
く
つ
も
計
画
さ
れ

て
い
て
、
１
０
０
年
に
一
度
あ
る
か
な
い

か
と
い
う「
ま
ち
の
形
」が
大
き
く
変
わ

る
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り

と
成
果
に
結
び
つ
け
る
た
め
、「
都
市
の

魅
力
の
向
上
」「
ま
ち
に
人
の
流
れ
を
生

み
出
す
」「
海
と
陸
の
玄
関
口
の
再
整
備
」

の
３
つ
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
市
中
心

部
の
活
力
を
再
生
す
る「
都
市
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
心
部
を

４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
海
と
陸
の
玄
関

口
で
あ
る
長
崎
港
や
長
崎
駅
で
新
た
に
生

ま
れ
る
賑
わ
い
を
、
中
心
部
全
体
に
広
げ

る
た
め
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
計
画
に
位
置
づ
け
た
事
業

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ラ
リ
と
輝
く
４
つ
の
エ
リ
ア

　
「
長
崎
駅
周
辺
エ
リ
ア
」
で
は
、
今

後
、
新
幹
線
建
設
や
Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
高
架

化
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
を
着
実
に

進
め
、
新
し
い
長
崎
の
陸
の
玄
関
口
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
な
か
エ
リ
ア
」
で
は
、
新
大
工

町
や
浜
町
で
の
再
開
発
事
業
な
ど
の
「
ま

ち
ぶ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
駅

や
港
に
着
い
た
人
々
が
訪
れ
た
く
な
る
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
「
中
央
エ
リ
ア
」
で
は
、
新
市
庁
舎
建

設
や
県
庁
跡
地
活
用
、
出
島
表
門
橋
や
対

岸
の
中
島
川
公
園
の
整
備
な
ど
、
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
ま
す
。

　
長
崎
の
海
の
玄
関
口
で
あ
る
「
松
が
枝

周
辺
エ
リ
ア
」で
は
、近
年
の
国
際
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
来
航
数
増
加
に
対
応
し
て
、
松

が
枝
埠
頭
に
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
２
隻
同
時

に
寄
港
で
き
る
よ
う
整
備
を
行
い
ま
す
。

松
が
枝
埠
頭
に
ク
ル
ー
ズ
客
船
が
２
隻
並

ぶ
の
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎
８
２
９・
１
２
７
１

国
内
外
か
ら
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
交
流
で
賑に
ぎ
わ
う
ま
ち
へ

都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

県庁移転
予定地

埠頭
ふ とう

　出島復元イメージ図

　松が枝埠頭整備イメージ図

　駅前商店街から駅東側のイメージ図

稲佐山

新駅舎

多目的広場
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